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研究開発部には熱膨張測定など検査機器がずらりと並ぶ
（埼⽟県川越市の本社）

新報国製鉄 特殊鋼で先端産業を⽀える－埼の強み

 「この規模の会社で、これだけの研究
開発機器を持っているところはないだろ
う」。特殊鋼メーカー、新報国製鉄の成
瀬正社⻑はこう話す。埼⽟県川越市にあ
る本社の研究開発部⾨には数千万円の機
器がずらりと並ぶ。2020年12⽉期は新型
コロナウイルスの影響などで売上⾼は
16％減少し40億円程度となりそうだが、
「汎⽤特殊鋼では⼤⼿や外国勢に価格で
負ける。特徴を持った製品を開発し続け
る」と成瀬社⻑は語気を強める。

 同社の主⼒商品は⾼温でも膨張しにく
い低熱膨張合⾦で、この分野では⽇本の
トップメーカー。鉄と⾔えば熱で膨張す
るのが当たり前と思われているが、同社
の低熱膨張合⾦はほとんど膨張しない。
半導体や液晶、有機ＥＬの製造装置部品などに多く使われている。シームレス鋼管の⽣産など
に使われる耐熱鋼や耐摩耗鋼がこれに次ぐ柱だ。ただ売上⾼の６割程度を占める低熱膨張合⾦
への依存度が⾼く、新商品でこの⽐率を下げようとしている。
 こうした期待を背負い開発したのが腐⾷に強い合⾦だ。廃棄物の焼却炉やバイオマス発電の
ボイラーなどの利⽤を⾒込む。例えば廃棄物には⾷物残渣（ざんさ）に塩分などが混じってお
り部品の腐⾷が早い。毎年交換する部品もあるが、４年程度に延ばすことができるという。現
在、どこに売り込むのが効果的か戦略を練っている。
 さらに開発を進めているのが航空・宇宙分野だ。セ⽒マイナス269度という過酷な状況でも
影響を受けにくい合⾦の開発にめどが⽴ち、宇宙航空研究開発機構（JAXA）などに採⽤を働き
かけている。⻑期的視点で取り組んでいるのが「空⾶ぶクルマ」や航空機部品だ。空⾶ぶクル
マには軽くて強い炭素繊維強化プラスチック（CFRP）が多く⽤いられる⾒通し。このCFRPの
整形にはセ⽒200度から400度の温度が必要で、⾦型には低熱膨張合⾦が必要と⾒る。成瀬社⻑
は「宇宙分野は直ちに収益に結びつくわけではないが開発⼒が養われる」とその意義を説く。
 同社は08年のリーマン・ショックの影響で翌年の売上⾼が激減し窮地に陥った。⼯場を集約
し、本社の敷地の⼀部を売却・貸し出しするなどして乗り切った。副社⻑や社⻑として再建を
指揮した成瀬社⻑は「⼯場集約で社員は減ったが、研究開発部⾨だけは維持した」と⾔う。社
員の博⼠号取得者を増やすようにしたり、⼤⼿鉄鋼メーカーOBを研究開発の顧問に迎えるな
ど、開発⼒の強化に余念がない。（松⽥隆）
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